
　

振
り
返
り
と
新
た
な
決
意

　

昨
年
は
熊
の
異
常
出
没
に
よ
る
人

身
被
害
の
発
生
や
、
７
月
・
８
月
の

豪
雨
で
市
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
、
市
民
生
活
に
大
き
な
爪
痕

を
残
す
な
ど
、
自
然
が
猛
威
を
振
る
っ

た
年
で
し
た
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
は

再
三
の
国
連
制
裁
決
議
に
も
関
わ
ら

ず
、
日
本
海
沿
岸
や
列
島
を
越
え
太

平
洋
に
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
内
外
に
不
安
や
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
昨
年
の
市
長
選
挙
で
感
じ
た
こ

と
は
、「
こ
れ
ま
で
蒔
い
た
種
を
確
実

に
花
に
せ
よ
」
で
す
。
結
果
を
出
す

た
め
に
職
員
と
も
ど
も
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
ま
す
。

　

各
種
計
画
の
着
実
な
実
施

　

第
２
次
総
合
計
画
・
総
合
戦
略
の

各
事
業
は
、
着
手
し
て
１
年
が
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
仙
北
市
総
合
政
策

審
議
会
の
皆
さ
ま
か
ら
施
策
の
効
果

検
証
・
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

評
価
対
象
事
業
数
は
総
合
計
画
が
38

事
業
、
総
合
戦
略
が
57
事
業
で
す
。

こ
の
う
ち
、
達
成
率
が
高
い
も
の
は

外
国
人
観
光
宿
泊
数
44
・
８
％
、
農

業
生
産
法
人
数
45
・
４
％
、
新
規
開

業
・
事
業
拡
張
件
数
52
・
９
％
、
新

婚
世
帯
家
賃
助
成
事
業
利
用
件
数
94
・

１
％
、
中
学
３
年
生
英
語
検
定
３
級

受
験
率
46
・
８
％
、
提
案
型
ま
ち
づ

く
り
事
業
数
38
・
５
％
な
ど
で
す
。

　

庁
舎
整
備

　

新
角
館
庁
舎
の
整
備
は
、
年
度
末

ま
で
の
基
本
設
計
完
成
に
向
け
、
役

所
内
の
調
整
や
業
者
と
の
打
合
せ
を

進
め
、
議
会
の
ご
意
見
も
反
映
さ
せ

て
、
よ
り
よ
い
設
計
と
な
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

皆
さ
ま
と
の
協
働
で

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

平
成
30
年
度
が
ス
タ
ー
ト
！

平成 30 年度　施政方針

　

財
源
の
確
保
対
策
を
強
化

　

財
政
の
健
全
化
と
政
策
予
算
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
新
設
す
る
収
納
推

進
課
を
中
心
と
し
た
未
収
金
対
策
の

強
化
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

第
１
期
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、

人
口
規
模
や
財
政
状
況
に
見
合
っ
た

建
築
系
公
共
施
設
総
量
の
縮
減
、
財

産
の
処
分
な
ど
で
財
源
確
保
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
市
単
独
で
再
災
害
防

止
対
策
事
業
を
新
設
し
、
危
険
箇
所

の
改
善
を
急
ぎ
ま
す
。
各
地
域
セ
ン

タ
ー
枠
で
緊
急
対
応
予
算
も
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

仙
北
市
な
ら
で
は
の
地
方
創
生

　

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
は
、
こ

れ
ま
で
国
家
戦
略
特
区
と
し
て
認
定

さ
れ
た
事
業
を
産
業
と
雇
用
の
創
出

に
つ
な
げ
る
た
め
、
必
要
な
支
援
を

継
続
し
ま
す
。
２
つ
の
地
方
創
生
推

進
交
付
金
事
業
は
、「
人
と
事
業
が

集
ま
り
育
つ
未
来
創
生
事
業
」
で
市

内
で
の
起
業
と
事
業
拡
大
の
支
援
、

「
温
泉
×
健
康
に
よ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア

推
進
事
業
」
で
市
民
の
健
康
増
進
と

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
創
出
を
目
指
し

ま
す
。

　

公
共
交
通
政
策
の

見
直
し
と
改
善

　

地
域
公
共
交
通
は
、
市
民
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
交
通
空

白
地
域
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
、
路
線
変
更
や
停
留

所
増
設
、
ダ
イ
ヤ
改
正
等
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、

買
い
物
支
援
を
必
要
と
す
る
地
区
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
改
善
・
対

応
も
検
討
し
ま
す
。

　

ご
縁
結
び
と
子
育
て
支
援

　

出
会
い
・
結
婚
支
援
は
、
市
内
企

業
や
団
体
と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

県
の
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
と
並
行

し
て
市
独
自
の
婚
活
支
援
活
動
に
取

り
組
み
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
に
対
す

る
経
費
助
成
や
定
期
的
な
縁
寿
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
は
、
引
き
続
き
第
２

子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
４
月
に
角
館
保
育

園
が
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
し
ま
す
。

　

各
産
業
と
経
済
活
動
の
振
興

　

商
工
業
は
、
市
内
中
小
企
業
お
よ

び
個
人
事
業
主
の
経
営
基
盤
強
化
に

向
け
た
支
援
を
継
続
し
、
企
業
の
規

模
拡
大
や
新
分
野
進
出
に
対
す
る
支

援
の
拡
充
に
よ
り
地
場
産
業
の
振
興

を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
女

性
や
若
者
に
よ
る
起
業
創
業
時
の
設

備
投
資
支
援
な
ど
、
市
内
企
業
を
核

と
し
た
雇
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
で
は
、
４
月
に
田
沢
湖
・

角
館
観
光
協
会
が
誕
生
し
ま
す
。
立

ち
上
げ
期
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
は
第
２
次

観
光
振
興
計
画
の
計
画
初
年
度
で
す
。

経
済
効
果
を
発
現
で
き
る
よ
う
各
施

策
を
強
化
し
ま
す
。
入
り
込
み
数
や

宿
泊
者
数
の
増
加
対
策
は
、
国
交
付

金
を
活
用
し
た
広
域
観
光
連
携
事
業

の
実
施
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
対
策

等
で
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

農
林
業
で
は
、
国
の
米
政
策
の
転

換
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
単
独
事

業
で
各
種
支
援
事
業
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
県
事
業
へ
の
協
調
助
成
で
収

益
性
の
高
い
作
物
導
入
を
推
進
し
、

農
業
所
得
の
確
実
な
向
上
を
目
指
し

ま
す
。
完
成
し
た
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

堆
肥
を
活
用
し
た
有
機
農
業
の
取
り

組
み
を
支
援
し
、
農
業
用
無
人
マ
ル

チ
コ
プ
タ
ー
操
縦
技
術
認
定
証
取
得

費
助
成
や
機
械
導
入
経
費
へ
の
支
援

で
、
高
生
産
性
・
低
コ
ス
ト
農
業
へ

の
体
質
改
善
を
加
速
し
ま
す
。

平
成
30
年
度  

施
政
方
針

　

平
成
30
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
時
間
を
お

過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
市
役
所
で
は
人
事
異
動
や
組
織
再
編
を
行
い
、

市
民
生
活
の
さ
ら
な
る
支
援
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
少
し
の
間
、
皆
さ
ま

も
戸
惑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
か
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
、
仙
北
市
は
小
さ
な
ま
ち
で
す
が
、
そ
の
可
能
性
は
ど
こ
よ
り
も
大
き

な
こ
と
は
、
皆
さ
ま
よ
く
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
人
口
減
少
や
経
済
情
勢
を

一
気
に
改
善
す
る
こ
と
は
困
難
で
も
、
よ
り
よ
い
将
来
を
築
く
、
可
能
性
を
カ

タ
チ
に
変
え
る
努
力
を
続
け
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
叶
え
た
い
、
そ
う
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
事
業
費
を
予

算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。
そ
の
全
て
が
市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
の
協
働
作
業
で

す
。
事
業
進
行
の
過
程
で
、
皆
さ
ま
が
お
気
づ
き
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
気
兼

ね
な
く
担
当
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
改
善
を
繰
り
返
し
、
予
算
が
最
大
効
果

を
発
現
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
流
し
て
、

実
り
多
い
平
成
30
年
度
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

以
下
は
先
の
市
議
会
定
例
議
会
で
表
明
し
た「
施
政
方
針
」の
概
要
で
す
。「
施

政
方
針
」
は
、
行
政
の
行
動
指
針
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
政
方
針
を
提

出
後
に
、
国
際
情
勢
な
ど
で
変
化
の
あ
っ
た
事
案
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

平
成
30
年
４
月
１
日　
　
　

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩
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